
平成 年 月 日 火曜日

山
す
る第

り
下十

山 口 県

山
山

報

○
規山山 毎

（号 外 ）

の
報
告
を
受
け
る
こ
と
。

ロ

条
例
第
二
十
七
条
第
三
項
の

の
内
容
の
変
更
そ
の
他
必
要
な

山
口
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部

口
県
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
四
十

。三
十
一
条
第
二
項
中
第
十
八
号
を

げ
、
第
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を

山
口
県
食
の
安
心
・
安
全
推
進

に
お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。
）

イ

条
例
第
二
十
七
条
第
一
項
の

規

口
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

口
県
規
則
第
二
十
四
号

目

次

則口
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正

口
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
の
一

週
火
・
金
曜
日
発
行

規
定
に
基
づ
き
、
イ
の
報
告
を

措
置
を
と
る
べ
き
旨
を
勧
告
す

を
改
正
す
る
規
則

四
年
山
口
県
規
則
第
二
十
一
号

第
十
九
号
と
し
、
第
十
号
か
ら

加
え
る
。

条
例
（
平
成
二
十
年
山
口
県
条

の
施
行
に
関
す
る
事
務

規
定
に
よ
る
特
定
事
業
者
か
ら

則

正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

山
口
県
知

す
る
規
則
（
人
事
課
）
…
…
…
…
…
…

部
を
改
正
す
る
規
則
（
会
計
課
）
…
…し

た
者
に
対
し
、
回
収
の
措
置

る
こ
と
。

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

第
十
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰

例
第
四
十
三
号
。
以
下
こ
の
号

の
食
品
の
回
収
に
着
手
し
た
旨

る
。
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き
、
」
の
下
に
「
小
規
模
住
居

し
、
レ
を
削
り
、
ソ
を
タ
と
し

和
二
十
三
年
政
令
第
七
十
四
号

修
し
た
科
目
及
び
修
得

す
る
こ
と
。

レ

学
則
第
十
八
条
の
二

第
三
十
二
条
の
二
第
一
号
ヲ

ワ

学
則
第
十
六
条
の
二

第
三
十
三
条
第
一
号
中
ル
を

親
」
を
「
小
規
模
住
居
型
児
童

に
よ
り
委
託
を
受
け
た
里
親
に

す
る
こ
と
。

レ

学
則
第
十
八
条
第
二

第
三
十
二
条
第
一
号
ヲ
の
次

ワ

学
則
第
十
五
条
の
二

第
三
十
二
条
の
二
第
一
号
中

「
進
級
又
は
」
を
削
り
、
同
号

ヨ

学
則
第
十
七
条
の
二

タ

学
則
第
十
七
条
の
二

る
も
の
に
限
る
。
）
。

第
三
十
一
条
第
五
項
中
第
七

第
三
十
二
条
第
一
号
中
ム
を

又
は
」
を
削
り
、
同
号
中
ヨ
を

る
。

ヨ

学
則
第
十
六
条
の
二

タ

学
則
第
十
六
条
の
二

修
し
た
科
目
及
び
修
得

ハ

条
例
第
二
十
七
条
第

を
終
了
し
た
旨
の
報
告

ニ

条
例
第
二
十
九
条
第

し
報
告
さ
せ
、
又
は
そ

業
場
に
立
ち
入
り
、
食

係
者
に
質
問
さ
せ
、
若

産
資
材
そ
の
他
の
物
件

型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
者
若
し

、
ノ
を
オ
と
し
、
同
号
ヰ
中
「
児

）
」
を
加
え
、
同
号
中
ヰ
を
ノ
と

し
た
単
位
の
取
扱
い
並
び
に
修
業

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
科
目

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

の
規
定
に
基
づ
き
、
転
学
を
許
可

削
り
、
ヲ
を
ル
と
し
、
ワ
を
ヲ
と

養
育
事
業
を
行
う
者
、
里
親
（
法

限
る
。
）
」
に
改
め
、
同
号
ヨ
を

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
科
目
の
履

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

の
規
定
に
基
づ
き
、
転
学
を
許
可

ラ
を
ノ
と
し
、
ヨ
か
ら
ナ
ま
で
を

中
カ
を
ソ
と
し
、
ワ
を
カ
と
し
、

第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
転
入

第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
転
入

号
を
削
り
、
第
八
号
を
第
七
号
と

ノ
と
し
、
タ
か
ら
ラ
ま
で
を
ツ
か

ソ
と
し
、
カ
を
削
り
、
ワ
を
カ
と

第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
転
入

第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
転
入

し
た
単
位
の
取
扱
い
並
び
に
修
業

四
項
の
規
定
に
よ
る
イ
の
報
告
を

を
受
け
る
こ
と
。

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
食
品
関

の
職
員
に
、
当
該
食
品
関
連
事
業

品
、
生
産
資
材
、
施
設
、
帳
簿
書

し
く
は
試
験
の
用
に
供
す
る
た
め

の
提
出
を
求
め
さ
せ
る
こ
と
（
条

一

く
は
」
を
加
え
、
同
号
中
タ
を
ヨ

童
福
祉
法
施
行
令
」
の
下
に
「
（

し
、
ラ
か
ら
ウ
ま
で
を
ム
か
ら
ヰ

年
限
及
び
在
学
期
間
に
つ
い
て
決

の
履
修
を
免
除
す
る
こ
と
。

す
る
こ
と
。

し
、
カ
を
ワ
と
し
、
同
号
ヨ
中
「

第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規

同
号
カ
と
し
、
同
号
タ
中
「
基

修
を
免
除
す
る
こ
と
。

す
る
こ
と
。

ツ
か
ら
ヰ
ま
で
と
し
、
同
号
カ

カ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

学
を
許
可
す
る
こ
と
。

学
を
許
可
さ
れ
た
者
に
係
る
既
に

す
る
。

ら
ヰ
ま
で
と
し
、
同
号
ヨ
中
「
進

し
、
カ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加

学
を
許
可
す
る
こ
と
。

学
を
許
可
さ
れ
た
者
に
係
る
既
に

年
限
及
び
在
学
期
間
に
つ
い
て
決

し
た
者
か
ら
の
食
品
の
回
収
の
措

連
事
業
者
に
対
し
、
そ
の
業
務
に

者
の
営
業
所
、
事
務
所
そ
の
他
の

類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、

に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
食
品
、

例
第
二
十
七
条
の
規
定
の
施
行
に

と昭ま 定里定づ 中履 級え履定 置関事関生係

規

則



平
成
二

平
成
二

平

第

成 年 月 日 火曜日 山 口

第
リ
中

八
条第

え
る二

県 報

第
第
三

（号 外 ）

で
と

の
措

の
七

し
、十

一
年
三
月
三
十
一
日
印
刷

十
一
年
三
月
三
十
一
日
発
行

こ
と
。

三
十
七
条
の
二
第
二
項
第
六
号

イ

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
七

徴
収
を
猶
予
す
る
こ
と
。

ロ

山
口
県
使
用
料
手
数
料
条
例

す
る
こ
と
。

ハ

規
則
第
六
条
第
三
項
の
規
定

力
開
発
校
規
則
第
九
条
第
一
項

分
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、

ニ

規
則
別
表
第
二
の
七
の
項
の

三
十
六
条
第
一
号
ヌ
中
「
第
十
条

「
第
九
条
第
二
項
」
を
「
第
十
条

」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
、
同
号

チ

規
則
第
八
条
の
規
定
に
基
づ

三
十
六
条
中
第
三
号
を
第
四
号
と

。
授
業
料
の
徴
収
猶
予
等
に
関
す

こ
の
号
に
お
い
て
山
口
県
使
用

よ
り
県
の
区
域
外
の
同
条
第
一

当
該
住
居
へ
の
入
居
に
つ
い
て

ツ

法
第
三
十
三
条
の
六
第
四
項

く
は
第
二
項
第
四
号
、
第
二
十

よ
る
報
告
を
受
け
た
児
童
に

と
。

三
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る

十
五
条

削
除

し
、
同
号
ナ
中
「
ネ
」
を
「
ナ
」

置
」
を
「
若
し
く
は
第
二
項
の
措

第
一
項
第
三
号
の
児
童
自
立
生

ネ
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

レ

法
第
三
十
三
条
の
六
第
一
項

育
終
了
児
童
等
が
共
同
生
活
を

及
び
生
活
指
導
並
び
に
就
業
の

ソ

法
第
三
十
三
条
の
六
第
三
項

発
行
所

山

口

発
行
人

山
口
県

中
「
農
林
漁
業
金
融
公
庫
」
を

十
一
条
の
六
の
規
定
に
基
づ
き

第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
授

に
基
づ
き
、
授
業
料
の
減
免
を

の
退
学
の
処
分
又
は
同
条
第
二

当
該
減
免
の
決
定
を
取
り
消
す

規
定
に
基
づ
き
、
授
業
料
の
月

」
を
「
第
十
一
条
」
に
改
め
、

第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
リ
を

中
チ
を
リ
と
し
、
ト
の
次
に
次

き
、
訓
練
生
を
除
籍
す
る
こ
と

し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、

る
事
務

料
手
数
料
条
例
施
行
規
則
を
「

項
に
規
定
す
る
住
居
へ
の
入
居

必
要
な
連
絡
及
び
調
整
を
図
る

の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
二
十

五
条
の
八
第
四
号
又
は
第
二
十

対
し
、
児
童
自
立
生
活
援
助
の
実

。 に
改
め
、
同
号
ナ
を
同
号
ラ
と

置
」
に
改
め
、
「
含
む
。
）
」

活
援
助
の
実
施
」
を
加
え
、
同
号

の
規
定
に
基
づ
き
、
義
務
教
育

営
む
べ
き
住
居
に
お
い
て
相
談

支
援
又
は
そ
の
他
の
適
切
な
援

の
規
定
に
基
づ
き
、
義
務
教
育

県

庁

定
価
一
箇
月

金

知
事

「
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公

、
授
業
料
の
全
部
又
は
一
部
の

業
料
の
全
部
又
は
一
部
を
減
免

受
け
た
者
が
山
口
県
立
職
業
能

項
の
戒
告
若
し
く
は
停
学
の
処

こ
と
。

割
額
に
よ
る
分
納
を
承
認
す
る

同
号
ヌ
を
同
号
ル
と
し
、
同
号

同
号
ヌ
と
し
、
同
号
チ
中
「
第

の
よ
う
に
加
え
る
。

。第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

規
則
」
と
い
う
。

を
希
望
す
る
場
合
に
お
い
て
、

こ
と
。

五
条
の
七
第
一
項
第
三
号
若
し

六
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に

施
の
申
込
み
を
勧
奨
す
る
こ

し
、
同
号
ネ
中
「
又
は
第
二
項

の
下
に
「
又
は
法
第
二
十
五
条

中
ネ
を
ナ
と
し
、
ツ
を
ネ
と

終
了
児
童
等
に
対
し
、
義
務
教

そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
援
助

助
を
行
う
こ
と
。

終
了
児
童
等
が
特
別
な
事
情
に

二
千
七
百
円
（
送
料
共
）

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一

山
口
県
規
則
第
二
十
五
号

山
口
県
収
入
証
紙
条
例

山
口
県
収
入
証
紙
条
例
施
行

う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
表
中
「
第
十
五
条

「
第
百
七
条
の
七
又
は
第
百
七

「
第
六
百
九
十
九
条
の
二
十
」

庫
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一

山
口
県
収
入
証
紙
条
例
施
行

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
口
県
規

第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
第
八
十

条
の
八
第
一
項
」
を
「
第
七
十
四

を
「
第
百
三
十
一
条
」
に
改
め
る

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

一
日

山
口

則則
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の

一
条
の
十
三
第
一
項
」
を
加
え

条
又
は
第
七
十
五
条
第
一
項
」
に

。 こ
こ
に
公
布
す
る
。

県
知
事

二

井

関

成

二

よ、、


